
第9回関東近県生涯学習・社会教育実践研究交流会

～子どもの笑顔が地域を創る～
元気っ子事業を通して ‶人の輪〟‶組織の輪〟‶地域の和〟 を確立

茨城県日立市 会瀬学区コミュニティ推進会 青少年育成部

令和 5年10月28日



《発表内容》

1.コミュニティ組織について

2.元気っ子事業スタートの経緯

3.活動内容
(同時に説明)

4.地域協働体制の確立

5.CS(学校運営協議会)設置による効率化・
および 地域協働体制の強靭化

6.まとめ



1.コミュニティ組織説明

1-1日立市概要

工業都市
JX金属・日立製作所 発祥の地

山・海
自然・文化に恵まれた都市

人口 17万人

写真:日立市ホームページより



1-2コミュニティ組織について

昭和４６年度

日立市民運動実践協議会発足（小学校区ごとに２１支部）
昭和４９年の「茨城国体」の開催に向け、「きれいなまちで国体を」という行政からの呼びか

けと、市民の「自分の地域は自分の総意と努力でつくり上げる」という思いが一つとなり、新し
い市民運動がスタートした。

昭和５０年度
日立市民運動推進連絡協議会発足
「茨城国体」終了後、日立市民運動実践協議会の発展的解消に伴い、新たに発足した。それま

での協議会主体の活動から、各学区の特性に合った自主的なまちづくりが行われるようになった。

平成元年度 「日立市コミュニティ推進協議会」に名称変更



1-3 会瀬学区について

日立市のほぼ中心に位置

学区内に日立製作所日立事業所

県外からの居住者増

児童数 218人（令和5年5月1日現在）

令和５年度会瀬学区コミュニティ推進会組織 
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青少年育成部 活動目標

地域の子どもは地域で育てる
「子育て・子ども時代」を 会瀬に住んでよかった環境づくり

〔重点目標〕
(1)各種団体と連携を密にした地域づくり

(2)子どもたち、若者が地域活動に参加できる
青少年健全育成の環境づくり

(3)地域における子育て支援



2-1元気っ子事業スタートの経緯

2001年 茨城県の補助事業 『いばらき元気っ子事業』
県北地区で初めて実施

【おおせ元気っ子体験村】

＊７泊８日 通学合宿

＊４～６年生 ３３名参加

＊様々な生活体験・自然体験活動や子どもたち自ら炊事や

洗濯をし、基本的な生活習慣を身に着ける場

＊地域の大人たちが軸となり子どもたちの活動支援

＊地域の教育力の向上







２００１年の元気っ子体験村実施後

他学区でも順次スタート

予算が回ってこない

以降、実施出来ず・・・

(地域) もう一度やってあげたいなぁ・・・

(保護者) もう一回やってくれないかなぁ～

子どもたちを思う願いは同じ



2003年 状況が動き出す!!

コミュニティ青少年育成部
核となる事業のが欲しい

子ども会育成会
マンネリ化 会員数減少

保護者
もう一度 元気っ子 を

おおせ版
『元気っ子』
作っぺ～
やっちゃうべ～!!



2004年 会瀬版 『おおせ元気っ子クラブ』
設立

3・４年生を対象

年間を通した活動

夏休み 5・６年生も含めた『元気っ子体験村』
を実施

地域各種団体を巻き込む
↓

協働体制の基礎固めとなる







2004年 『おおせ元気っ子クラブ』活動開始

保護者より 3.4年生終了後も続けたい!!

↓
5.6年生をサポーターとして受け入れ開始

夏・冬休みの居場所づくりが必要

↓
『おおせっ子サロン』 スタート

＊活動の経緯



＊協働体制

『おおせ元気っ子クラブ』
共催 子ども会育成連合会
協力 会瀬小 会瀬小PTA  他各種団体

『おおせ元気っ子体験村』
共催 子ども会育成連合会
協力 会瀬小 会瀬小PTA  会瀬おやじネットワーク 他

『おおせ子サロン』
共催 会瀬小PTA
協力 会瀬おやじネットワーク 地区民児協 他

各プログラム毎に地域各種団体が協力



活動の様子(1)

2022年12月24日(土)

お正月飾りづくり

2023年7月22日(土)

エコフェスひたち



活動の様子(2)
2023年7月16～17日(日・月)

元気っ子体験村





2023年8月27日(日)

郊外楽習
国会議事堂 & 東京スイソミル

活動の様子(3)





昨年度の活動

・環境保護

・災害・防災

・自然・科学

・歴史・文化



学校運営協議会制度

平成29年 モデル校

会瀬小学校

会瀬学区
コミュニティ推進会

5ー1 CS(コミニティスクール)設置による
効率化



【学校運営協議会の位置づけ】

（1）学校運営の基本方針の承認
（2）学校運営に関する意見具申
（3）地域との連携・協働活動等の
協議

◎学校・保護者・地域の熟議の場
進行は協議会長（副会長）

○地域側の総合窓口
○学校ボランティアの確保

○地域での子どもの育成支援

地域学校

地域コーディネーター

学校運営協議会 地域学校協働本部
連携
協働



日立市 → コミュニティ先進市

⇓

既存の組織・団体 → すでに協働活動

(会瀬学区各種団体連絡協議会)

⇓

各組織・団体の活動内容と相関関係を整理

⇓

地域学校協働本部 組織化

【地域学校協働本部の組織づくり】



【地域学校協働本部 構成】

(1) 会瀬学区コミュニティ推進会

(2) 会瀬学区社会福祉協議会

(3) 会瀬小学校 父母と先生の会(PTA)

(4) 会瀬学区子ども会育成連合会

(5) 会瀬学区民生委員児童委員連絡会

(6) 会瀬児童クラブ

(7) 会瀬青年会

(8) 会瀬おやじネットワーク



学校運営協議会においての 学校と地域の

活動 関連 を 『見える化』

学校運営協議会 ガイドブック 作成

【地域学校協働本部 相関関係】











【地域コーディネーター設置前の問題点】

《学校から地域に依頼する場合》

どこの誰に依頼するの?

《地域から参加協力依頼》
どこの誰からの依頼?

学校

団体A

団体B

団体C

団体D

団体E

行事毎、活動毎に各団体・
各部署へ依頼・申請する

学校

団体A

団体B

団体C

団体D

団体E

どの団体から何の参加依頼?
条件などどうするの?



【地域コーディネーター設置前の問題点】

《学校から個人に依頼する場合》

依頼のために訪問 ・ お礼のために訪問

(総合の学習など)

学校

個人宅A

個人宅B

個人宅C

個人宅D

個人宅E

残業過多・無駄な労力・面倒
新任であれば尚更イヤな仕事になってしまう



学校 コーディネーター 各種団体

(適任者の人選依頼)

学校 コーディネーター 各種団体

(地域の依頼要望)

学校 コーディネーター 各種団体

(企画の調整等)

※学校と地域各種団体の懸け橋

【地域コーディネーターの役割】



【地域の教育力を学校教育に取り込むシステムづくり】

○ 地域人材活用のための流れ

各学年

①学習支援の希望
⑥ボランティアと
の打合せ

教頭

②申請書作成※１

⑤学年への報告と
打合せ

コーディネー
ター

③学習支援の希望
④ボランティアと
の打合せ※２



【学校から地域に依頼】

講師へ依頼文
作成 依頼

地域コーディ
ネーター

従来、口頭で
行っていたも
のを文書化し
た。

講師
学年担当
打合わせ

学

校

授

業

実

施

※1 ※2



【活動の様子】
総合の学習「わたしのまち みんなのまち」町探検



依頼書
実施要項

地域コーディネーター

学 校

【地域から学校へ依頼】



【活動の様子】
地域の伝統行事「浜の焚き上げ祭」

全校児童参加 会瀬浜太鼓披露



【CS設置による効率化・地域協働体制の強靭化】

新たな組織を作るのではなく

「見える化」することで

保護者の

地域の方の

教職員の

⇒ 今ある団体・組織を再点検

⇒ 相互理解し更なる協力体制

⇒ 地域の一員としての自覚

⇒ 更なる協力体制

⇒ 地域組織・人脈の理解



6 まとめ 【成果】

学校 ⇒ 事務効率化、地域行事への積極参加
地域との協力体制の更なる強化

↓
地域に開かれた学校経営

保護者 ⇒ 地域行事への活動拡大
(秋まつり子ども広場、
おもちゃライブラリー通年サポート)

(おやじネットワークの行事毎の活動サポート)

地域 ⇒ 各種団体の特徴を生かした更なる活動
子どもたちと接する機会の増加




